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ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
融
商
&
一
世
骨

第
一
止
十
七
番

F、
O 

第
四
競

六
11. 

守

コ
ザ

ト
ル
に
於
げ
る
経
済
ミ
吐
曾

杉

四 I

郎

原

序

百

ゴ
ッ
ト
ル
の
経
済
本
質
腕
白
最
も
大
宮
友
特
徴
は
、
経
済
を
「
欲
求
と
充
足
左
の
持
続
的
調
和
L

同
生
活
の
↑
つ
の
部
分
構
成
と
し
て
把
握
す
る
と
己
る
に
在
る
。
邸
ち
ゴ
ッ
l
ん
に
よ
れ
ば
、

人
間
共
同
生
活
は
、

一
う
の
義
本
闘

係
陀
従
っ
て
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
へ
の
根
本
的
構
成
、

マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
附
加
的
構
成
、
ヴ
イ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
終
結
的

構
成
と
、
夫
々
別
箇
の
精
紳
に
於
て
三
た
び
総
成
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
経
済
は
そ
の
終
結
的
構
成
と
し
て
、
他
の
二
つ
の
部
分
構

成
と
密
接
左
闘
聯
に
於
て
と
ら
へ
ち
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ゴ
ッ
ト
ル
の
経
済
本
質
翻
は
人
間
共
同
生
活
忙
閲
す
る

金
値
的

E
根
本
的
考
擦
を
そ
の
基
礎
忙
有

L
3
そ
れ
忙
よ
っ
て
経
済
が
人
間
共
同
生
活
に
謝
し
て
持
っ
と
己
ろ
由
意
義
と
課
題
を
明

ら
か
に
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
我
闘
忙
於
け
る
ゴ
ッ
ト
訂
作
研
究
者
比
よ
っ
て
、
モ
の
経
済
本
質
論
が
高
く
評
慣
苫
れ
て
ゐ
る
の
も
、

そ
の
本
質
醐
聞
が
か
く
の
如
き
特
質
主
具
へ
た
も
の
せ
あ
る
か
ら
に
外
在
ち
た
い
山
。

し
か
呂
忙
他
面
ゴ
ツ
T

ル
の
粧
楠
本
質
論
に
劃
す
る
批
判
も
亦
ま
喜
忙
此
の
鮪
に
町
山
胎
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
例
へ
ぽ
、
ゴ
ッ

f

ル
町
一
説
く
コ
一
つ
の
部
分
構
成
の
う
ち
、
前
二
者
は
主
植

i
主
催
の
関
係
で
あ
り
、
後
者
拡
主
樟
客
悌

i
主
関
白
闘
係
で
あ
る
が
、

此
の
様
託
金
く
異
質
的
在
三
一
つ
白
も
の
を
ゴ
ッ
ト
ル
の
如
く
例
列
的
に
と
り
あ
っ
か
ふ
事
は
果
し
て
姿
蛍
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
批
判

2) 



や
、
ゴ
ツ
ー
ん
の
説
く
経
済
へ
の
構
成
は
、
そ
の
ろ
ち
に
勝
義
の
主
健
主
鰐
の
閥
係
を
含
ん
で
ゐ
た
い
の
で
は
な
い
か
、
従
っ
て

そ
の
経
済
本
質
論
は
経
怖
を
人
間
共
同
生
活
の
部
分
構
成
と
し
て
説
く
忙
未
だ
不
充
分
志
の
で
は
た
い
か
と
い
ふ
批
判
ず
あ
る
。
己

白
様
な
批
判
陀
謝
し
て
、

b
れ
b
れ
は
ゴ
ッ
ト
ル
陀
於
て
か
の
=
一
つ
の
部
分
構
成
は
如
何
た
る
根
本
的
閥
聯
に
於
で
あ
る
か
、
又
経

情
内
郁
陀
於
け
る
枇
曾
閲
係
は
如
何
な
る
本
質
的
構
遁
そ
持
っ
て
ゐ
る
か
、
エ
」
い
ふ
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

か
〈
の
如
苦
ゴ
ッ
:
炉
開
押
乃
至
批
判
に
閲
す
る
撃
界
の
現
欣
陀
鑑
み
る
と
昔
、
我
々
此
ゴ
ツ
下
ル
の
経
済
本
質
論
忙
闘
す
る
最

も
重
大
た
問
題
か
、
経
消
と
枇
曾
止
の
関
係
に
存
在
す
る
事
に
気
付
か
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
本
稿
は
か
か
る
問
題
忙
つ
い
て
白

ゴ
ッ
ト
ル
白
所
設
を
吟
味
し
、
以
て
上
述
の
如
昔
疑
問
陀
答
へ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

経
済
と
枇
舎
と
の
閥
係

(4) 

一
つ
の
基
本
閥
係

ゴ
ッ
ト
ル
に
よ
れ
ば
、
共
同
生
活
に
於
け
る
一
ニ
つ

D
部
分
構
成
は
、
共
同
生
活
を
根
本
的
に
支
配

す
る
三
つ
白
碁
本
関
係
(
白
E
E
5
p
m
-
E
5切
る
に
よ
っ
て
そ
の
波
立
白
刺
激
を
奥
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
光
づ
こ
の
基
本
開

係
に
閲
す
る
ゴ
ッ
ト
ル
白
所
設
を
伺
ム
事
に
す
る
。

人
間
共
同
生
活
に
は
枇
曾
的
た
る
二
つ
の
根
本
閲
係

(mEZ-晶
E
r
F
N
F
E同
何
回
)
が
存
ず
る
。
邸
ち
主
借
主
惜
の
閲
係
と
、
主

税

l
客
睦
|
主
慢
の
閥
係

ιが
之
で
あ
る
。

と
巴
ろ
で
、
建
命
世
界
に
於
て
意
欲
が
全
能
的
佐
役
割
を
果
す
唱
を
い
ふ
事
は
、
此
白
世

界
陀
於
け
る
主
膿
ー
と
客
憾
と
の
不
可
避
的
危
針
立
と
共
に
運
命
世
界
の
最
も
根
本
的
た
特
性
で
あ
っ
て
、
此
の
世
界
に
於
け
る
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
意
欲
と
闘
聯
を
も
っ
白
で
あ
る
か
ら
、
主
観
1
主
憾
の
一
関
係
は
之
を
意
欲
と
意
欲
と
の
閲
係
と
解
し
て
差
支
へ
た
い
。

し
か
る
に
意
欲
と
意
欲
と
の
聞
の
閲
係
に
は
、
共
同
生
活
を
根
本
的
に
支
配
す
-
る
と
E
ろ
の
、
究
極
的
に
針
立
す
る
二
つ
の
基
本
閲

ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
鰻
揖
主
枇
骨

第
百
十
七
巻

F、

億
四
扱

一
六
九

酒枕義旗鼓授著、 L構成世論的担済事司 26頁以下。
Gott!; Volk， St悶 t，Wirtschaft und Recht. 1936. S. 150，邦諜 210-211頁。
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4
4

ツ
ト
ル
に
於
け
る
縦
捕
と
枇
曾

第
五
十
七
巻

=一七
O

第
四
挽

丹、

係
と
し
て
、
生
の
親
和
(
『
官
官
E
E
E
5
E
)
と
生
の
不
和

(
E
Z
E
Z
E
z
n
E
)
と
が
存
在
す
る
。
前
者
は
意
欲
と
意
欲
と
の
内
面
的

無
保
件
的
な
一
致
で
あ
り
、
後
者
は
意
欲
と
意
欲
と
の
安
協
を
許
さ
ね
絶
叫
制
的
劉
払
で
あ
る
。

も
と
よ
り
現
貨
に
於
け
る
意
欲
と
意
欲
と
の
闘
輔
が
常
に
純
梓
な
乙
の
こ
っ
白
開
係
に
限
ら
れ
る
の
で
は
決
し
て
な
い
e

例
へ
ば
現
質
に
は
、
意
欲
の

寛
恕
(
口
巳
島
区
口
問
)
に
伴
ふ
左
と
る
白
行
鋳
に
於
け
る
平
板
な
並
存
踊
M
m
(
Z号。
E
E
E
白
丘
中
、
一
定
の
目
的
。
舘
の
意
綾
田
協
力
に
よ
っ
で
生

f
号

と
と
る
の
行
錦
忙
於
げ
る
共
存
闘
停
(
冨
R
E
E
D
骨
心
中
、
一
定
白
目
的
白
錆
の
京
歓
の
競
争
に
ょ
う
て
生
ず
る
と
こ
ろ
の
和
解
せ
由
近
接
関
係
(
回
2
0『

E
自
皆
川
)
等
が
存
ず
る
仙
、
い
づ
れ
も
共
同
生
前
を
そ
の
根
本
か
ら
支
榔
す
る
某
本
開
樺
ー
と
は
云
は
わ
な
い
。
協
力
を
持
続
的
形
式
に
も
た
ら
し
或
は
競

宇
を
制
欄
ナ
る
協
定
や
契
約
の
如
き
は
、
印
に
共
同
生
前
田
部
分
的
な
構
成

(Eロ
E
Z
E
E
U
の
E
R窓
口
)
で
あ
り
得
て
も
、
未
だ
そ
れ
は
か
の

r
マイ

ン
シ
ヤ
ア
ト
や
マ
ハ
ト
シ
ヤ
7

ト
へ
白
構
成
田
如
き
、
共
同
生
活
の
部
分
構
成

(
E
Z
叶

2
H
m
E
E
Z
S問
)
で
は
な
い
c

げ
だ
し
そ
れ
は
「
唯
場
骨
場
合
に

踏
じ
て
」
成
立
す
る
に
す
ぎ
ず
、
又
「
そ
れ
自
身
支
持
を
必
要
と
ナ
る
」
も
白
で
あ
っ
て
、
出
世
史
的
に
も
最
も
原
初
的
な
も
の

(
E
S
E
-
E
C却
ロ

mrnvg)

で
は
な
い
白
で
ち
る
か
b
e
従
っ
て
ゴ
ツ
f
ル
は
、
契
約
の
成
果
と

L
C
の
「
ゲ
ぜ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
を
、
共
同
生
活
の
制
陵
町
全
〈
特
定
な
る
形
式
で
あ

る
と
抱
援
ナ
る
の
で
あ
っ
て
、
之
を
共
同
生
活
の
一
つ
の
基
本
構
成
た
る
ゲ
マ
イ
シ
シ
ヤ
フ
ー
と
組
合
せ
、
ニ
ワ
の
基
礎
的
な
も

m
と
す
あ
見
解
に
反
謝

す
恥
。
後
述
す
る
如
〈
、
ゴ
ツ
ト
ル
に
る
う
で
は
F
T
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
に
組
合
さ
る
べ
き
も
の
は
マ
A

・ha
シ
ャ
フ
ト
で
る
る
。

+
ー
に
第
二
の
枇
舎
的
根
本
闘
係
長
し
て
の
主
一
関
客
槌
宇
回
闘
の
関
係
は
、
先
づ
之
在
意
欲
と
意
欲
の
闘
係

ιつ
い
て
見
れ
ば
、

?
生
の
親
和
及
び
生
の
不
和
の
ご
う
の
基
本
関
係
に
分
解
せ
し
め
ら
れ
初
。
し
か
る
に
此
の
第
二
の
岐
本
開
係
白
脊
後
に
は
、
更
に
共

同
生
活
に
於
け
る
第
三
の
基
本
闘
係
と
し
て
の
生
町
一
困
窮

(
E
Zロm
n
o
同
)
が
伏
在
す
る
。
生
む
困
窮
止
は
意
欲
の
無
限
性
と
吋
能
の

有
限
性
忙
基
〈
両
者
の
根
本
的
不
一
致
で
あ
る
が
、
と
の
基
本
開
係
は
唯
民
主
陣
容
関
1
主
憾
の
三
角
関
係
の
脊
後
陀
存
点
す
る

の
み
た
ら
十
車
た
る
主
魁

l
客
慌
の
闘
係
の
脊
後
忙
も
存
+
枕
す
る
白
で
あ
っ
て
、
己
己
に
か
白
「
相
劉
的
に
最
少
。
費
用
を
も
っ
て

行
篤
せ
よ
」
と
命
十
る
技
術
的
理
性
の
食
生
す
る
地
盤
が
存
ず
る
。
「

J

素
朴
た
理
論
」
は
往
々
に
し
て
と
の
技
術
的
理
性
と
経
済
的

理
性
を
混
同
し
て
、
経
消
を
技
術
的
節
約
、
即
ち
手
段

ι於
け
る
、
欲
求
充
足
の
諸
可
能
性
忙
於
吋
る
節
約
と
同
腕
し
、
経
済
彰
一
車

友
る
欲
笠
満
足
の
震
の
作
能

(
Z
H
U
E晶
)
と
し
て
相
握
す
る
『
至
る
。
し
か
る
に
之
等
主
購
l
客
惜
の
関
係
は
決
し
て
枇
合
的
た
も

Volk， Staat; Wirtschaft und Recht. S. 153 f正邦蒋 2，6頁以下。
Ibid.， S. 156，邦課 220頁。
Wirtschafl und Wi出 e.脱出ft，S. 1308 [f. 
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白
で
は
な
い
か
弘
、
車
た
る
宅
龍
|
客
慢
の
関
係
忙
期
し
て
把
握
さ
れ
た
経
済
と
人
間
共
同
生
活
と
の
間
忙
は
何
等
本
質
的
友
つ
在

が
り
は
存
し
註
い
。
人
同
共
同
生
活
の
部
分
構
成
た
る
経
済
へ
白
刺
激
L
L
校
わ
号
る
基
本
開
係
は
、
、
従
っ
て
主
慌
客
憾
の
脊
後
に

存
す
る
生
伊
困
窮
で
は
友
〈
、
主
情
1

客
償
|
主
悼
の
脊
後
に
あ
る
そ
れ
で
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
で
あ
ら
う
。
し
か
る
に
後
惑
す
る

如
く
、
か

6
A
Z意
味
に
於
け
る
生
白
岡
窮
が
そ
れ
、
と
し
て
褒
見
さ
れ
、
経
済
へ
の
梼
成
が
成
立
す
る
の
は
、
既
に
主
槌
|
主
憾
の
闘

係
に
別
し
て
い
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
及
び
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
が
成
立
し
て
ゐ
る
事
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。
ノ

扱
E
E
K
見
出
さ
れ
た
一
二
G
の
基
本
関
係
拡
人
間
共
同
生
活
の
構
成
に
と
っ
て
如
何
た
る
意
味
を
持
づ
か
。
構
成
と
は
云
ム
迄
も

た
く
憧
験
さ
れ
る
生
起
の
持
績
と
存
立
へ
の
統
合
で
あ
っ
て
、
最
も
深
昔
意
味
忙
於
い
て
卒
和
へ
白
秩
序
に
外
た
ら
た
一
い
か
ら
、
そ

れ
は
ま
づ
以
て
生
の
親
和
た
る
闘
係
に
主
っ
て
自
ら
を
基
礎
付
け
ん
事
を
求
め
る
と
同
時
に
、
生
の
不
和
及
び
生
白
困
窮
を
防
止
せ

ん
事
を
努
め
た
け
れ
ば
在
ら
た
い
。
人
間
共
同
生
活
の
=
一
つ
の
部
分
精
成
は
、
そ
れ

λ
¥の
立
岨
習
に
於
て
己
白
械
な
根
本
問
題
を
解

決
ぜ
ん
と
す
る
事
を
使
命
と
す
る
の
で
あ
る
。

(ロ)

粧
品
目
の
成
立

吐
の
親
和
位
共
同
生
活
へ
の
構
成
一
般
に
謝
す
る
刺
激
と
し
て
、
か
白
=
一
つ
の
基
本
開
係
の
う
ち
で
も

絶
劃
の
優
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
此
の
生
の
親
和
の
基
礎
を
た
す
も
白
は
、
撲
諜
意
志
(
当
官
W
E
2
4
c口
E)
陀
基
〈
現
性
的
た
外
国
的

一
致
で
は
た
く
、
街
動
意
志
会
Z
u
g
-
E
君
主
E)
陀
基
〈
感
情
的
左
内
面
的
一
致
で
る
り
、
そ
の
揚
そ
の
揚
の
共
存
関
係

(ERgs

見
旦
で
は
た
〈
、
持
額
的
た
Z
一
関
関
係

(
E
E
Eロ
骨
と
で
あ
る
。
此
の
揚
合
か
く
の
如
苦
闘
係
民
於
で
あ
る
主
簡
は
、
血
縁
を
持

つ
群
と
し
て
J

自
然
そ
の
も
の
の
手
か
ら
共
同
生
活
比
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
白
最
古
の
形
式
は
民
系
氏
族
で
あ
る
。

と
の
群
の
あ
る
事
に
よ
う
で
生
活
親
和
ば
直
ち
に
内
面
的
一
致
の
精
耐
を
も
う
、
一
党
構
成
へ
の
刺
激
を
輿
へ
る
白
で
、
此
庭
で
は
生
活

へ
の
構
成
は
全
〈
自
然
的
に
出
来
k
る
。
己
の
一
生
白
一
親
和
を
木
源
的
に
創
立
す
る
筒
動
意
志
を
日
ゲ
マ
イ
ン
ヤ
ソ
下
へ
ゐ
意
志
、
内
面

ゴ
ッ

t
ル
忙
於
け

Z
料
開
ー
と
祉
曾

第
四
都

F又

停
車
十
七
巻

主z

lbid.J S. 1307 
Ibid.J S. 1311. 
Ibid.， S. :1314，伍借， ~.ツトルは後に至って、 Geukeinlulg の代りに Gerneins
chaftsgebilde といふ名穏を用ひてゐる。
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プ

ッ

ト

ル

に

於

け

る

鯉

碑

と

世

脅

第

五

寸

七

巻

的
一
致
の
精
神
に
於
け
る
己
の
人
間
共
同
生
活
の
自
然
的
前
構
成

(Z-zszozo〈
2
m
E
E
Z
m
)
を
け
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構

七

策
四
椀

パ、
四

成
、
ゲ
マ
イ
V

シ
ャ
フ
ト
へ
め
意
士
山
に
よ
っ
て
そ
の
待
成
が
基
礎
付
付
ら
れ
て
ゐ
る
と
E
ろ
白
構
成
膿
を
F
T
イ
ヌ
ジ
ク

(PEns-

吉
岡
)
、
ヂ
ヌ
マ
イ
ン
ク
の
必
然
的
附
属
物
と
し
て
の
群
を
我
々
群
(
宅
q
q
4
Z
と
名
付
け
あ
。

人
間
共
同
生
活
は
、
如
何
に
そ
れ
が
原
始
的
紋
態
か
ら
逗
ぎ
か
ら
う
と
も
、
決
し
て
と
の
第
一
段
階
白
部
分
構
成
か
ら
解
放
さ
れ

る
事
は
出
来
た
い
。
己
白
意
味
に
於
て
同
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
へ
白
構
成
は
人
間
共
同
生
滑
に
と
っ
て
前
構
成
た
る
と
同
時
に
根
本
構

成
(
の
岡
田
口
島
町
EHH同

E
問
)
だ
と
云
は
る
べ
き
で
あ
り
て
、
あ
ら
ゆ
る
吐
舎
は
最
も
深
き
基
礎
在
日
ク
マ
イ
シ
ャ
フ
ト
に
持
つ
り
で
あ
る
c

一
つ
白
一
砿
曾
的
構
成
惜
は
、
そ
れ
が
如
何
な
る
精
一
刑
に
於
て
構
成
さ
れ
で
居
ょ
う
と
も
、
同
時
に
ヂ
マ
イ
ヌ
ン
ク
で
も
あ
る
D
'で
た

貯
れ
ば
、
そ
れ
は
自
ら
の
魂

(m
邑
0
)

を
持
う
事
が
出
来
た
い
。
従
っ
て
如
何
な
る
構
成
慨
も
震
に
持
続
と
存
立
へ
の
構
成
的
保
詮

砲
を
確
聞
た
ら
し
め
ん
が
矯
陀
、
結
え
ヂ
グ
マ
イ
ヌ
ン
ク
へ
と
深
ま
り
ゆ
き
、
そ
の
基
礎
を
翠
闘
に
せ
ん
と
努
力
す
る
の
で
あ
る
。
ゲ

マ
イ
且
ン
ク
の
最
高
の
も
の
と
し
て
民
族
共
同
瞳
が
あ
る
。ぞ

れ
は
自
己
の
内
部
民
於
て
は
生
の
親
和
主
保
持
す
る
と
し
て
も
、
他
の
ヂ

ン
マ
イ
ヌ
ン
ク
と
の
聞
に
訟
の
づ
か
ら
生
の
不
利
較
惹
起
悲
し
め
&
。
生
の
不
和
の
中
で
は
模
力
の
震
の
不
和
と
困
窮
に
依
る
不
和

が
特
に
著
し
凶
。
か
く
の
如
き
生
の
不
和
を
兎
服
す
る
矯
に
は
、

H
F
T

イ
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
と
は
呉
れ
る
峰
山
成
、
邸
ち
排
他
日
明
で

は
危
く
包
括
的

(
E
E
E
d
)
な
、
叉
感
情
的
自
然
誕
生
的
で
注
〈
理
性
的
人
矯
的
在
構
成
が
行
は
れ
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ザ
マ
イ
ヌ

y
タ
は
そ
の
本
質
ヒ
排
他
的
で
あ
っ
て
、

か
く
の
如
き
構
成
は
如
何
に
し
て
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
日
ク
マ
イ
ヌ
一
Y
ク
の
内
部
的
闘
争
た
ら
ば
と
も
か
く
、
ヂ
マ
イ
ヌ
ン
夕

、.

相
互
心
問
。
闘
争
が
、
軍
純
に
好
意
的
協
定
で
解
消
す
る
と
か
、
或
は
古
代
陀
於
て
既
に
契
約
が
平
和
的
解
決
主
貸
し
得
た
と
い
ふ

想
定
は
完
全
に
事
賓
に
反
す
る
。
契
約
や
交
換
は
骨
の
折
れ
る
成
立
過
程
を
辿
っ
て
成
熟
す
る
創
造
的
概
念
で
あ
っ
て
、
之
を
生
白

頁3
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不
和
の
始
源
的
た
解
決
法
だ
と
考
へ
る
白
は
、
「
近
硯
眼
的
危
主
知
主
曲
者
」
的
見
解
と
云
は
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
意
欲
謝
意
欲
D
衝
突

を
始
源
的
且
常
時
的
忙
克
服
し
得
る
も
白
は
、
争
ひ
合
ム
意
欲
を
制
御
せ
ん
と
意
闘
す
る
第
三
白
優
勢
な
意
欲
の
干
渉
白
み
で
あ
る
。

即
ち
第
三
の
優
勢
一
注
意
欲
が
権
力
を
以
て
強
制
的
に
闘
争
を
調
整
し
、
人
銭
的
に
平
和
を
打
ち
た
て
る
の
で
あ
る
。
模
力
白
把
持
が

↓
構
成
牒
の
内
部
に
於
て
構
成
的
に
保
詮
さ
れ
る
と
き
そ
れ
は
支
配
と
呼
ば
れ
、
営
該
構
成
隈
の
群
は
支
配
者
居
と
被
支
配
者
居
に

分
れ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
内
面
的
一
致
に
基
〈
我
々
群
で
は
な
く
構
成
的
に
結
合
さ
れ
た
結
合
群

2
t
E
E
m
m
E吻
官
)
で
あ
る
。

「
権
力
の
把
持
」
を
接
心
と
し
、
そ
の
樺
力
の
及
ぶ
範
囲
を
限
界
と
す
る
か
く
の
如
き
第
二
の
構
成
は
、
前
遁
の
如
〈
内
包
的
た

る
事
を
そ
の
特
徴
と
し
た
。
邸
ち
己
の
椛
成
に
上
っ
て
生
や
る
構
成
躍
は
多
，
も
の
ヂ
マ
イ
ヌ
ン
ク
を
そ
の
在
内
構
成
躍
と
し
て
内
に

含
む
包
括
構
成
瞳
と
し
て
成
立
す
守
然
し
て
此
白
神
成
の
脊
後
に
あ
っ
て
統
一
渦
に
活
動
し
て
ゐ
る
意
志
を
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ

の
意
志
、
此
の
意
志
比
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
構
成
憶
を
ゲ
ゼ
ル
ル
ン
ク
と
呼
ぶ
。
グ
ゼ
ル
ル
ン
ク
は
樺
力
を
そ
の
一
稜
心
と
す
る

で
あ
る
が
、
欲
す
る
が
主
主
忙
権
力
が
行
使
さ
れ
る
の
は
個
売
の
揚
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
機
力
が
支
配
と
し
て
自
己
を
主

張
せ
ん
と
す
る
揚
合
に
は
、
意
欲
に
活
動
白
飴
地
邸
ち
自
由
を
興
へ
る
事
た
し
に
は
之
を
異
に
制
御
す
る
事
は
同
来
た
い
。
邸
ち
強

制
と
自
由
と
が
何
時
も
正
し
い
閥
係
に
置
か
れ
て
ゐ
る
事
が
必
要
で
必
る
。
従
っ
て
ヂ
ゼ
ル
ル
ン
ク
は
、
針
内
的
且
外
向
的
に
支
配

す
る
槽
力
に
よ
っ
て
、
強
制
と
閏
由
と
白
持
続
的
調
和
白
精
神
を
規
準
と
し
で
構
成
さ
れ
怠
け
れ
ば
た
ら
左
い
の
一
で
あ
る
。

ザ
マ
ヂ
ン
シ
ャ
フ
ト
へ
白
構
成
が
既
に
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
と
結
合
し
、
従
っ
て
ヂ
ゼ
ル

y
ク
が
多
く
D
9
7
イ
ヌ

y
ク

の
上
忙
構
築
さ
れ
て
、
始
源
的
た
構
成
に
緊
密
な
組
織
を
興
へ
る
た
ら
ば
、
枇
合

(pmmFnzm)
は
も
は
や
阜
た
る
芽
胞
扱
態
に
於

て
存
在
す
石
も
白
で
は
た
〈
、
そ
れ
は
す
で
に
杢
き
姿
に
於
て
貸
在
す
る
。
瀞
成
的
活
動
が
生
の
不
和
を
制
御
す
る
程
度
忙
隠
じ
て

平
和
へ
白
秩
序
が
創
議
さ
れ
る
白
で
あ
っ
て
、

E
の
意
味
に
於
て
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
は
祉
舎
の
貫
現
に
決
定
的
在
役
割

ゴ
ツ
ト
ル
に
於
貯
る
組
済
、
と
世
官

第
五
十
七
巻

-tl 

第
四
銃

"-
三玉

といふ名稽
lhid.. S. 1325 
ゴツトルは後に至つで Gesellung白代 Bに Machtschaftsgebilde
を用ひてゐる。
rbid.， S. 1327. 
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ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
紹
怖
と
社
曾

を
有
す
る
の
で
払
る
。
共
同
生
活
に
と
っ
て
生
の
不
和
白
克
服
は
焦
眉
の
念
の
問
題
一
℃
あ
る
か
ら
、

初

(百四

2
5
4
第
一
の
附
構
成
忙
つ
け
加
は
る
。

第
五
十
七
巻

=
一
七
回

F、
アミ

第
四
競

此
の
第
二
の
構
成
は
早
刻

マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
D
最
高
焼
成
慣
が
岡
田
誠
で
あ
る
ロ

(

ハ

)

経
済
へ
の
構
成

日
ケ
マ
升
Y

シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
に
す
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
が
即
刻
附
け
加
は
る
事
に
よ
っ
て
玩

に
副
舎
に
於
け
る
生
活
が
、
従
っ
て
枇
合
構
成
師
闘
が
成
立
し
た
。
共
同
生
活
の
第
三
の
終
結
的
構
成
た
る
終
桝
へ
の
構
成
は
、
し
か

し
早
刻
之
に
加
は
る
わ
貯
で
は
泣
い
。
さ
う
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
又
不
必
要
で
あ
る
。

郎
ち
第
一
に
、
意
欲
主
可
能
止
の
乗
離
を
個
々
の
場
合
に
於
て
見
問
す
事
は
、
民
践
的
行
動
者
に
と
ワ
て
決
し
て
困
難
で
は
な
〈
、
従
っ
て
そ
と
か
ら

技
術
が
愛
生
ナ
る
も
容
易
で
あ
ら
う
が
、

L
4
m
L
此
の
困
窮
恥
閣
が
人
間
共
同
生
活
を
根
本
的
に
支
配
し
て
ゐ
る
一
ワ
の
某
本
開
慌
で
あ
っ
て
、
之
を
克

服
す
る
錦

ιは
、
技
術
に
依
る
局
部
的
解
決
だ
け
で
は
な
〈
、
之
を
統
合
し
C
生
の
困
窮
と
徹
底
的
に
謝
決
す
る
一
つ
の
秩
序
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
」
革
、
邸
、
ち
生
の
困
窮
が
共
同
生
活
の
部
分
構
成
へ
の
刺
激
と
し
て
感
ピ
ら
れ
る
と
い
ふ
事
は
、
原
始
入
に
と
っ
て
は
決
し
て
容
易
な
事
で
は

な
い
の
で
あ
り
、
第
三
に
、
生
の
困
窮
は
事
費
上
最
古
由
時
代
品
、
b
共
同
生
需
を
脅
か
し
て
車
た
が
、
原
蛤
人
は
謡
常
事
占
哀
れ
た
自
然
的
環
境
に
住
ん
で

ゐ
る
1

M

M

、
そ
の
脅
し
は
破
壊
的
に
作
用
す
る
に
至
ら
ず
生
町
不
利
子
若
起
す
る
事
を
掴
ピ
て
間
接
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
生
白
不
利
に
酎
し
で
は

マ
ハ
ト
シ
ヤ
ア
ー
へ
の
構
成
が
そ
の
克
服
に
官
ワ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
b
、
原
始
人
口
生
町
困
窮
を
抜
本
的
に
克
服
す
る
秩
序
を
持
た
ず
主
も
一
陪
そ
の

生
前
|
|
々
れ
は
未
だ
主
張
さ
れ
る
も
の
で
は
な
〈
生
き
な
が
ら
へ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
と
云
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
ー
ー
を
頼
け
る
事
が
間

車
た
の
で
あ
る
。

意
欲
井
一
可
能
の
問
の
か
白
永
遠
白
布
離
が
共
同
生
活
の
基
本
閥
係
た
る
生
の
困
窮
と
し
て
稜
見
さ
れ
る
矯
忙
は
、
祉
合
的
構
成
間

白
成
員
が
そ
の
揚
そ
の
揚
の
快
乏
や
臨
機
の
困
窮
欣
態
を
意
識
す
る
の
で
は
な
〈
て
、
首
該
構
成
惜
の
特
っ
す
べ
て
の
意
欲
と
す
べ

て
の
可
能
と
が
見
渡
さ
れ
た
上
で
雨
者
が
根
本
的
に
不
一
致
の
扶
態
に
あ
る
事
が
意
識
さ
れ
る
事
を
要
ヤ
る

D

し
か
る
に
瞬
間
的
た

希
求
(
出
品
L
H
E
)
に
支
配
さ
れ
、
結
え
や
移
り
気
た
奔
走
に
か
ま
け
て
お
る
原
始
人
比
此
心
様
在
能
力
を
期
待
す
る
事
は
問
来
一
段

い
。
も
と
よ
り
原
始
人
と
雌
も
、
か
の
「
素
朴
た
理
論
」
が
主
張
す
る
如
く
、
個
人
的
た
希
求
或
は
そ
れ
か
ら
成
長
し
て
第
二
の
天

Ihid.， S. 1328 
Gottl; WistschaftspoIitk .UTid Theorie. 1939. S. 64 
Wirtschaft und Wissenschaft. S. 1334-1335. WirtscI】atspolitik und Theorie. 
S. 69. 
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性
と
な
っ
た
欲
望
(
】

FatF)
の
み
し
か
知
ら
た
い
の
で
は
決
し
て
た
い
。
伎
は
同
時
に
封
内
的
秩
序
の
維
持
や
割
外
防
衛
の
協
D

共
同
生
活
そ
の
も
の
L
必
妥
か
ら
生
十
る
希
求
や
、
或
は
技
術
的
在
希
求
に
つ
い
て
も
既
に
知
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
一

が
由
来
す
る
希
求
が
感
情
的
友
も
の
で
あ
れ
理
性
的
乃
五
倍
性
的
在
も
の
で
あ
れ
、
と
も
か
く
と
れ
ら
す
べ
て
の
意
欲
さ
れ
た
も
白

を
一
覧
し
て
存
在
す
る
一
つ
の
事
貨
を
精
神
的
に
摘
出
し
、
を
れ
忙
よ
っ
て
多
種
多
様
白
意
欲
さ
れ
た
も
の
を
一
ゐ
共
通
分
母
に
も

た
ら
す
と
い
ふ
事
以
彼
等
に
は
快
け
て
ゐ
る
。
か
〈
の
如
安
精
神
化
さ
れ
た
意
欲
を
一
つ
の
全
憾
と
し
て
あ
お
ゆ
る
可
能
と
封
置
せ

し
め
る
事
に
よ
っ
て
直
線
的
思
考
は
間
環
的
忠
考
に
進
化
す
Z
事
が
旧
来
5
D
で
あ
る
。
と
己
る
で
と
の
事
費
ー
と
は
、
如
何
た
る
寛

践
的
意
欲
も
、
そ
の
意
欲
の
満
足
を
約
束
す
る
す
べ
て
の
も
の
を
支
配
下
に
世
か
ん
と
す
る
要
求
を
み
づ
か
ら
裂
す
る
と
い
ふ
事
で

あ
る
。

己
の
要
求
を
欲
求

(
F
Pろ
と
呼
ぶ
左
ら
ば
、
欲
求
と
い
ふ
止
ハ
油
分
母
に
上
っ
て
、

成
惜
白
欲
求
に
ま
で
精
神
的
に
統
合
さ
れ
る
事
に
た
る
。
此
白
欲
求
に
封
し
、
す
べ
て
の
可
能
は
充
足
を
保
読
す
る
支
配
可
能
性
と

多
穂
多
様
の
ι
意
欲
が
は
じ
め
て
常
該
構

し
て
謝
置
さ
れ
る
。
然
し
て
意
欲
と
可
能
と
の
根
木
的
君
臨
は
今
や
欲
求
と
充
足
と
の
そ
れ
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
枇
合
的
構
成
憶
を

生
の
困
窮
か
ら
根
本
的
忙
防
禦
せ
ん
と
す
る
新
し
い
第
三
の
附
加
的
柿
成
|
!
と
れ
す
た
は
ち
、
欲
求
と
充
足
止
の
持
織
的
調
和
白

精
神
に
於
げ
る
経
消
へ
の
構
成
に
外
た
ら
な
い
|
ー
が
成
立
す
る
白
で
あ
る
。

前
述
の
刈
く
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
へ
の
緋
成
に
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト

h

D
構
成
が
附
加
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
枇
曾
的
構
成
酬
闘
は
慨

に
匂
括
構
成
隈
ム
」
在
内
構
成
曜
と
に
展
開
さ
れ
て
ゐ
た
。
今
前
者
を
共
同
開

3
2
0
E君
臨
ロ
)
、
後
者
を
家
〔

E
5
5
u
oロ
)
冒
と
呼
ぶ
た

ら
ぽ
、
経
済
へ
の
構
成
の
前
提
と
し
て
の
欲
求
に
於
け
る
思
惟
は
、
多
数
の
家
忙
於
て
始
ま
っ
た
白
で
は
た
く
、
先
づ
以
て
共
同
躍

的
弱

に
於
て
、
而
も
そ
の
ヂ
ゼ
ル
ン
ク
に
則
L
て
成
長
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
即
ち
、
模
力
の
把
持
は
、
構
成
的
に
保
晴
印
さ
れ
て
支
配
と

な
り
、
ヂ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
下
政
策
及
び
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
政
策
を
行
ム
事
に
よ
っ
て
共
同
開
を
構
成
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
や
が

ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
む
程
摘
と
枇
曾

第
五
十
七
巻

一一「七五

F、
七

静
岡
披

Wirtschaftspo1ik und Theorie. S. 83 ff 
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ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
極
端
聞
と
世
官

策
宜
十
七
巻
b

ヨ一七六

傍
回
腕

F、
F、

て
共
同
健
は
、
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
白
筋
に
、
特
陀
そ
の
権
力
白
基
礎
付
け
の
潟
比
、
欲
求
に
於
け
る
思
惟
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
た

い
。
け
だ
し
枇
曾
的
構
成
慣
の
生
品
川
が
、
自
然
の
思
惑
に
偶
然
的
危
依
存
を
練
砂
て
ゐ
る
限
り
権
力
の
基
礎
は
輩
固
た
も
の
た
り
得

守
、
夫
、
生
白
不
利
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
の
槽
力
は
、
生
の
不
利
の
重
要
一
夜
動
機
で
あ
る
生
の
困
窮
そ
の
も
の
を
克
服
す
る
秩

序
を
も
っ
事
た
し
に
は
、
十
八
河
陀
そ
の
買
債
を
議
揮
し
得
た
い
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
が
ゼ
ル
ン
ク
は
そ
の
政
策
的
活
動

を
ヂ
マ
イ
ン
む
ャ
フ
ト
や
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
に
闘
す
る
も
の
に
限
ら
十
、
新
じ
い
政
治
の
領
域
と
し
て
、
欲
求
E
C

充
足
を
持
績
的
調

和
忙
貸
す
事
に
よ
り
、
生
の
困
窮
の
克
服
に
立
ち
向
ふ
。

E

L
に
経
済
へ
の
構
成
が
成
立
す
る
端
初
が
あ
る
白
で
あ
っ
七
、

E
の
意

味
忙
於
て
グ
ぜ
ん

y
ク
と
し
て
の
共
同
植
が
指
導
す
る
椿
力
家
計
(
出
p
n
r
F
E
M
E
S
E
毛
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
白
眼
細
胞
と
一
吉
は
左
け

れ
ば
た
ら
た
い
。
此
の
様
た
匹
細
胞
か
ら
、
潮
吹
経
済
が
庚
範
囲
に
裂
反
し
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、
既
に
定
往
生
活
に
よ
っ
て
農
耕

を
替
ん
で
ゐ
る
「
家
」
も
や
が
て
経
掛
へ
の
構
成
主
行
ひ
は
ヒ
め
る
q

か
〈
て
経
済
は
そ
の
護
展
過
程
に
於
て
い
は
ど
上
か
ら
下
へ

降
り
て
来
た
と
一
古
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

前
涼
一
白
如
4
、
欲
求
と
は
意
欲
の
充
足
陀
役
立
つ
も
白
を
支
配
下
陀
置
か
ん
と
す
る
要
求
で
あ
る
。
従
っ
て
欲
求
に
於
け
る
思
惟

降
、
叉
、
之
を
支
配

(
4
2
E
四
百
四
)
医
於
け
る
思
惟
と
云
ふ
事
も
出
来
る
。
し
か
る
陀
客
慢
に
謝
す
る
支
配
が
現
費
化
す
る
の
も
、
や

刊

は
り
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
が
主
鰻
容
惜
主
慢
の
三
角
関
係
に
規
制
を
加
へ
る
事
よ
り
生
十
る
の
で
あ
る
。

日
ゲ
マ
イ
耳
Y

ク
白
内
部
に
於
て
は
買
の
意
味
に
於
て
の
客
慌
に
封
ず
る
支
配
は
存
せ
宇
。
客
慢
は
我
々
群
の
客
四
四
と
し
て
唯
占
取

(
N百
四
円
ろ
さ
れ
使
用
さ
れ
る

E
Z日
仏
帝
国
)
に
す
ぎ
左
い
。
印
ち
我
々
一
群
。
ー
客
憶
は
、
劉
外
的
忙
は
他
の
我
々
群
の
使
用
が
峻
拒
さ
れ
、

謝
内
的
虻
は
成
員
白
事
賞
上
白
占
有
(
可
E
喜
宮
内
N

)

旧
日
見
ら
れ
る
D
み
で
あ
っ
て
、

誰
が
何

E
E
の
巴
程
一
度
に
於
て
使
用
し
得
る
か
と

い
ム
事
は
内
面
的
一
致
白
精
神
陀
基
〈
風
習
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
ゐ
る
に
止
る

G

し
か
る
に
7

ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
が
強
制

Ibid.， S. 84-85. 
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¥
 

と
自
由
の
持
続
的
調
和
の
精
神
に
於
て
主
般
客
鶴
川
!
主
躍
の
一
三
角
関
係
に
干
渉
主
加
へ
る
と
、
客
皿
阻
む
占
取
は
そ
れ
に
劃
す
る
支

配
の
意
味
を
獲
得
す
る
。
削
ち
一
方
に
於
て
は
私
有
財
産
が
|
|
一
定
の
客
鴨
を
一
定
心
主
練
に
法
的
に
師
扇
せ
し
め
他
の
主
慣
に

そ
の
占
取
D
断
念
を
強
制
す
る
事
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
の

1
1
J他
方
に
於
て
は
共
有
財
産
が

1
1そ
れ
に
劃
し
℃
人
々
は
他

の
意
欲
の
占
取
を
も
認
容
し
友
け
れ
ば
た
ら
た
い
と
E
ろ
の

1
1成
立
す
る
。
か
く
し
て
今
や
そ
の
時
々
の
占
取
白
背
後
忙
は
構
成

的
に
保
設
さ
れ
た

E
首
た
樺
利
が
悶
着
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
主
腫

l
客
鱒
主
四
闘
の
闘
係
は
意
識
的
法
的
忙
規
制
さ
れ
る
事
に

た
る
。
か
〈
の
如
き
所
有
闘
係
の
法
的
在
秩
序
付
け
に
よ
っ
て
、
構
成
組
問
D
欲
求
充
足
過
程
と
し
て
最
も
重
要
た
意
義
を
有
す
る

訪

-

「
交
換
」
と
い
ふ
創
造
的
概
念
も
順
調
に
成
熟
す
る
白
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
織
成
が
主
憾
客
慢
|
主
悼
の
関
係
に
干
渉
す
る
事
に
よ
っ
て
、
欲
求
に
於
け
る
思
惟
が
成

立
す
る
と
共
に
客
障
の
支
配
陀
闘
す
る
秩
序
が
奥
へ
ら
れ
、
以
て
共
同
隣
友
ぴ
家
に
第
三
の
そ
し
て
終
結
的
危
経
済
へ
の
構
成
が
つ

け
加
は
る
。
ヂ
マ
イ
ヌ
ン
ク
は
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
比
よ
っ
て
モ
白
範
囲
を
外
延
的

ι横
張
さ
れ
る
り
で
あ
る
が
、
鰹
済
へ

の
構
成
は
そ
の
範
閣
の
内
部
忙
於
て
、
欲
求
と
充
足
の
持
績
的
調
和
の
精
神
に
基
き
、
植
験
さ
れ
る
生
起
を
持
続
と
存
立
へ
統
合
す

る
の
で
あ
る
。
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
を
粗
放
的

(
2
5
Eる
と
云
ふ
な
ら
ば
、
経
済
へ
の
構
成
は
集
約
的

(
E
Z
Eる
と
い
ふ

M

m

m

引

事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
経
憐
へ
の
一
構
成
忙
よ
っ
て
生
や
る
構
成
醐
聞
を
ヴ
イ
ル
T

ウ
ン
ク

(
5
E
E
m
)
、

ず
る
群
を
給
養
群
(
百
四
日
喧
ロ
唱
m
E唱
。
)
と
呼
ぶ
。

ず
イ
ル
ト
ウ

V
ク
に
附
属

担
済
へ
り
構
成
に
闘
す
る
以
上
白
知
き
f

ッ
ト
ル
の
所
誌
に
醸
し
て
は
、
ゴ
ツ
ト
ル
が
料
持
へ
の
構
成
を
人
間
共
同
生
南
町
終
結
的
構
成
と
し
て
杜
骨

四
成
立
に
後
行
せ
し
品
る
の
に
劃
し
、
鯉
済
こ
そ
人
間
共
同
生
活
に
と
ワ
て
最
も
蛤
源
的
R
根
本
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
、
ゲ
セ
ル
ル
シ
ク

の
成
立
の
後
に
植
樹
が
構
成
さ
れ
る
の
予
一
は
な
〈
、
却
づ
て
経
済
へ
の
構
成
町
錆
忙
ザ
セ
ル
ル
ン
ク
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
批
刊
が
存
ナ

加
。
此
の
見
解
の
相
遣
は
、
同
じ
韓
日
開
と
い
ふ
言
葉
に
よ
っ
て
雨
着
目
也
市
時
せ
し
品
る
所
が
契
る
事
か
ら
生
ず
る
、
い
は
ば
子
葉
の
問
蜘
だ
と
も
或
る
程

ゴ

ツ

ト

ル

に

於

け

否

粧

酔

之

社

曾

三

七

七

第
五
十
七
巷

第
四
貌

~、

ブし

Ibid.， S. 995， 11. 
lbid.， S. 1335 
Ibid.， S町 1342
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プ
ッ
ト
ル
に
於
け
る
掴
柚
聞
と
杜
骨

第
五
十
七
巻

=
一
七
八

第
四
競

ブb

O 

度
一
百
ひ
得
ょ
う
が
、
又
そ
れ
以
上
の
問
題
で
も
あ
る
。
人
岡
町
商
行
錯
の
う
ち
最
も
某
礎
的
な
意
味
E
純
情
に
京
品
る
紐
憐
」
杭
諸
に
針
L
、
最
近
町
全

慌
主
義
的
見
牌
が
肱
惜
の
組
怖
に
封
ず
る
根
木
的
制
約
性
を
説
f
事
は
周
知
の
萄
り
で
あ
与
が
、
ゴ
ッ

f
ル
は
み
づ
か
ら
の
理
論
の
中
に
ナ
チ
ス
的
思
想

を
ξ
D
入
れ
る
以
前
か
ら
肢
に
、
料
消
へ
白
構
成
が
マ
戸
、
‘
シ
ヤ
フ
ー
へ
の
構
成
を
媒
介
と
し
て
成
立
す
否
事
を
強
調
し
て
ゐ
る
の
で
あ
づ
て
、
此
の
事

は
少
く
と
も
純
怖
の
成
立
に
闘
し
で
は
此
惜
の
総
務
に
封
ず
る
岡
本
的
俊
付
性
が
彼
に
よ
う
て
認
品
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
を
怠
叫
す
る
。

扱
以
上
の
如
き
順
序
と
闘
臓
を
も
っ
て
成
ぃ
止
し
た
人
間
共
同
生
活
の
三
つ
の
部
分
構
成
は
、

後
は
、
究
極
の
貫
主
と
し
て
の
生
白
現
賞
態
に
不
可
分
一
樫
的
に
統
合
さ
れ
て
有
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
民
族
協
同
開
、
図

一
日
一
三
一
つ
》
一
も
成
立
し
て
し
ま
っ
て

家
及
び
民
族
経
済
と
い
ふ
三
者
は
、
常
忙
唯
一
つ
の
共
同
憾
(
ロ

2
2
2
2ロ
)
と
い
ふ
究
極
の
資
在
に
於
て
切
り
離
す
事
の
出
来
た

い
結
合
開
係
に
あ
る
。
し
か
も
三
者
の
う
ち
民
族
協
同
館
が
最
も
基
礎
的
た
る
構
成
と
し
て
、
岡
家
及
び
民
族
経
済
は
民
族
協
同
僅

の
生
活
力

(
H
h
σ
2
2
5
5
E高
め
る
事
を
以
て
究
倒
の
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
は
一
五
へ
園
中
高
及
び
民
族
粧
済
は
唯
民
族
協
同
剛
闘

の
矯
の
手
段
と
し
て
そ
れ
に
従
開
局
す
る
の
で
は
た
く
、
夫
々
調
自
の
精
神
忙
於
て
自
主
的
に
み
づ
か
ら
の
構
成
を
行
ふ
の
で
あ
っ

て、

E
L
に
三
者
が
本
質
的
た
閥
聯
hz
破
っ
て
相
互
に
疏
外
す
る
危
険
に
陥
る
可
能
性
も
存
す
る
。
か
く
の
如
く
そ
れ
品
¥
の
構
成

に
」
鷹
白
濁
立
性
を
詳
し
ワ
ミ
し
か
も
最
高
り
目
的
の
震
に
を
れ
ら
を
統
一
す
ベ
昔
究
極
の
最
も
貰
い
責
任
を
荷
ふ
も
の
は
、
外
な

ら
血
会
的
構
力
で
あ
る
。
即
ち
「
衝
撃
力
と
し
て
の
E

D
会
的
樫
方
に
よ
っ
て
、
か
く
も
本
質
的
陀
他
を
求
め
合
ふ
も
の
、
す
た
は

ち
正
忙
民
族
・
園
家
及
び
民
族
経
消
が
そ
白
本
質
に
反
レ
て
瓦
ひ
に
分
離
す
る
と
い
ふ
危
険
を
ば
、
目
的
を
意
識
し
で
閉
止
す
る
事

"
 

が
国
家
の
崇
高
た
使
命
と
在
る
」
。

剖
ち
、
民
族
協
同
位
と
民
族
経
済
と
の
硯
念
的
闘
聯
は
、
民
族
絞
摘
が
欲
求
と
充
足
と
の
持
続

的
調
和
の
精
神
に
於
け
る
構
成
主
通
じ
て
民
族
協
同
惜
の
生
活
霊
力
を
高
め
呂
事
に
よ
っ
て
そ
れ
に
奉
仕
す
る
事
に
あ
る
が
、
民
族

経
済
が
盲
目
的
に
企
業
的
骨
利
を
榊
霊
化
す
る
た
ら
ば
附
者
心
理
念
的
闘
聯
は
失
は
れ
、
民
族
経
済
は
「
商
業
主
義
」

O
罪
に
陥
る

司

事
に
友
旬
。
。
而
し
て
民
族
経
済
を
し
て
か
L
る
危
険
に
陥
ら
し
め
る
事
泣
く
、
常
に
民
族
協
同
開
と
の
理
念
的
関
聯
を
保
た
し
め
る
勾
F
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事
E
そ
、
岡
家
の
使
命
と
い
ム
事
比
一
な
る
の
で
あ
る
。

附
漣
の
如
〈
経
済
へ
の
棒
成
は
そ
の
成
立
の
過
程
に
於
て
マ
ハ

l
シ
ャ
フ
ト
を
媒
介
と
し
て
げ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
忙
結
び
つ
い
た

白
で
あ
っ
た
。
而
L
て
今
や
明
ら
か
で
あ
る
如
く
、
経
済
へ
の
精
成
は
、
モ
白
成
立
の
後
に
於
て
も
亦
、

マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
に
媒
介

さ
れ
て
日
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ト
ル
に
於
吋
る
三
つ
の
部
分
構
成
は
、
か
く
の
如
き
根
本
的
閥
聯
に
於

で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。加

也
捕
桝
に
於
け
る
枇
命
日
関
係

前
節
に
於
て
私
は
経
済
へ
の
構
成
が
他
の
二
勺
の
部
品
刀
構
成
と
如
何
な
る
閥
聯
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
、
即
ち
経
済
の
人
生
に
於

け
る
位
置
に
つ
い
て
の
ゴ
ッ
ト
ル
の
所
設
を
見
て
来
た
白
で
必
る
が
、
次
に
、
経
済
へ
の
構
成
が
、
そ
れ
白
般
の
内
部
陀
於
て
、
如

何
怠
る
祉
舎
閥
係
を
通
じ
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
に
う
い
て
彼
の
述
べ
て
ゐ
る
所
在
伺
は
た
け
れ
ば
た
ら
友
い
。

ゴ
ッ
ト
ル
に
よ
れ
ば
、
経
済
の
理
念
は
、
包
括
構
成
腿
白
慌
に
則
し
て
立
も
な
く
、
そ
の
内
部
の
何
等
か
の
在
内
構
成
膿
自
身
に

於
て
立
も
泣
く
、
唯
岡
者
の
相
閥
活
動
を
遁
じ
て
む
み
貿
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
怖
に
於
け
る
祉
合
関
係
の
問
題
忙
と
っ
て

は
、
比
の
雨
者
が
如
何
一
な
る
濁
自
の
包
括
被
包
括

(
F
O
E
E骨
同
)
の
開
係
に
於
で
あ
る
か
ピ
最
も
軍
要
た
意
味
を
持
つ
で
ゐ
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
一
定
の
経
済
秩
序
に
本
質
的
特
徴
主
興
へ
る
の
も
、
先
づ
以
て
そ
の
秩
序
が
如
何
た
る
濁
自
の
闘
係
を
通
じ
て
多
く
の

部

構
成
般
か
ら
構
築
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
事
に
外
在
ら
一
泣
い
の
で
あ
る
。
と
E
る
で
但
括
構
成
鶴
へ
の
構
成
陀
は
三
つ
の
意
味
深
い

規
制
が
は
た
ら
い
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
確
固
北
る
賓
在
性
を
有
つ
ヨ
リ
高
次
の
構
成
健
へ

ρ構
成
が
行
は
れ
る
。

慣
習
規
制
盲
目
E
凶
器
宣
言
巴
、
自
己
規
制
〔
E
E
A
E
E
m
)、
指
導
規
制

(
E
E品
号
口
町
)
が
帥
ち
之
で
あ
っ
て
、
三
者
白
う
ち
い
づ
れ

ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
担
済
と
社
曾

第
五
十
七
巻
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第
五
十
七
巻

が
支
配
的
で
あ
る
か
に
上
っ
て
、
経
済
形
磁
が
歴
史
的
に
特
徴
付
貯
ら
れ
る
の
で
あ
か
。

一
献
曾
的
構
成
槌
の
各
々
は
自
ら
白
存
訴
を
目
魔
し
て
間
有
構
成
↑
(
回
Mm吉
岡
田
E
E周
回
)
を
行
ふ
の
で
あ
っ
て
、
之
を
経
済
へ
の
構
成

ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
経
憐
と
枇
曾

=
一
凡

O

丸

第
四
競

に
則
し
で
云
へ
ば
経
済
ず
る
'
(
S
E
o
r
t
E
)
の
で
あ
る
が
、
此
の
様
た
構
成
的
働
吉
白
金
憶
を
共
同
生
活
の
立
揚
か
ら
見
る
時
、
之

を
そ
白
行
潟
規
制

(
3
5問
。
日
間
国
間
)
と
呼
品
。
行
震
規
制
に
は
異
っ
た
種
類
の
三
つ
の
規
制
が
先
立
ち
、
い
は
ど
そ
れ
に
劃
し
て
喚
備

的
た
仕
事
を
す
る
。
即
ち
慣
習
規
制
と
自
己
規
制
と
一
い
あ
っ
て
、
雨
者
は
協
同
し
て
共
同
生
活
の
自
働
的
構
成
(
由
巳
宮
Z
E
E
Eロ問)を

生
み
出
す
。
之
は
行
鶏
規
制
を
し
て
干
興
せ
し
め
る
銭
白
、
構
成
さ
れ
た
下
屠
建
築
を
提
供
す
み
も
の
で
あ
っ
て
、
経
済
モ
の
も
の

が
白
働
的
に
構
成
さ
れ
ミ
ば
さ
れ
る
ほ

E
、
議
々
経
済
す
る
事
は
容
易
と
た
り
、
経
済
的
考
量
も
簡
単
忙
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

先
づ
慣
習
規
制
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
風
俗
慣
習
が
共
同
生
活
に
於
て
韻
ず
る
投
割
は
決
し
て
過
大
前
さ
れ
る
摺
れ
の
な
い
も
の
で
畠
っ
て
、
紹
問
者

が
固
有
構
成
を
行
ふ
場
合
に
も
、
従
来
、
長
ら
〈
行
は
れ
て
車
た
慣
習
白
語
り
に
行
ふ
事
が
非
常
に
多
い
。
助
の
様
に
慣
習
に
執
着
す
る
事
も
た
だ
ち
に

加

盟
性
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
惜
し
て
な
い
巴
け
だ
し
「
謀
れ
る
秩
序
は
長
繍
き
は
し
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
風
俗
慣
習
の
平
均
的
な
内
特
を
「
共
同
生

活
の
生
成
せ
る
理
蜘
」
と
呼
出
得
る
で
あ
ら
う
が
ら
。
慣
習
規
制
が
支
配
的
な
の
は
器
開
生
活
が
未
だ
簡
単
に
骨
ま
れ
て
ゐ
Z
時
代
に
於
で
で
島
る
が
、

今
日
に
於
て
も
そ
れ
は
時
的
家
計
や
私
的
家
計
の
構
成
に
封
し
で
重
要
な
意
識
を
持
っ
て
ゐ
否
の
で
あ
h

c

a

共
同
生
活
の
複
雑
さ
が
増
大
す
る
と
、
慣
習
規
制
に
代
っ
て
自
己
規
制
が
ま
す
/
¥
多
〈
そ
の
白
働
的
構
成
に
あ
づ
か
る
や
う
に

ぬ

な
る
の
で
あ
っ
て
、
現
在
白
国
民
経
済
に
於
て
は
乙
白
自
己
規
制
が
支
配
的
で
あ
る
。
自
己
、
規
制
は
、
多
く
り
開
験
さ
れ
た
生
起
が

他
の
生
起
と
白
交
互
作
用
に
上
っ
て
会
〈
訟
の
づ
か
ら
持
模
と
存
立
へ
D
生
越
の
統
合
に
貢
献

f
る
や
う
忙
動
く
事
に
よ
っ
て
生
守

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
い
は
ぽ
「
理
性
の
狭
智
」
に
よ
っ
て
、
全
く
意
欲
さ
れ
た
か
っ
た
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

己
の
自
己
規
制
の
最
も
大
規
模
註
且
つ
最
も
好
誼
の
例
は
近
代
園
民
経
済
白
所
謂
「
T
ウ
ト
マ
チ
ー
ム
ス
」
で
あ
る
。
近
代
闇
民
経

済
の
粧
持
秩
序
は
「
企
業
的
替
利
の
支
配
下
肥
る
る
流
通
粧
消
」
と
し
て
特
色
付
け
る
事
が
出
来
る
的
、
そ
己
忙
於
て
は
、
経
桝
生

Wesen und Grundbeg出eder Wirtschaft S. 86 邦謀、 '45頁。
Volk， Staat， Wi rtschaft und Recht. S. 82，邦曹、 120買。
Wesen und Grundbegriffe der Wirtschaft.' S. 84-85 邦謀、 148-149頁。
Wirtschaft und Wissenschaft. S. 977. Gottl; Der Mythns der Pl叩 wirtsehaft
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課

目

邦

課

d

邦

暗
町

s
s
d
 

出

凶
e
i凶

R

刷

d

m

 

る
在
内
構
成
障
の
共
同
白
影
響
か
ら
生
や
る
強
制
経
済
で
あ
る
が
、

E

D
ゃ
う
た
強
制
経
済
を
構
成
的
に
保
詮
す
る
潟
に
「
会
財
政
」
叩
田
町

-一し凶

S
A
U

が
構
成
さ
れ
る
。
毛
れ
は
協
同
経
済
的
官
。
自

B
E
E
F品目
EH)
一
注
目
的
構
成
問
、
と
し
て
、
市
揚
の
如
雪
相
互
経
済
的

(
5
0
E
1
g
l
t
出

a
a
p
u
'
k
'
H
 

園
家
権
力
は
会
財
政
か
ら
出
で
て
爾
除
の
在
内
構
成
憶
に
及
ぶ
の
で
あ
っ
て
、

E

書
官
児
戸

邦

U
M

n
m
d
M
d
註

z
凶

m
b

s
s
[
 

予
何
回
泣

沼
叫
副
副

z
一VU
E
G

活
の
主
導
者
が
最
大
の
収
益

E
め
ざ
す
企
業
に
委
ね
ら
れ
て
居
り
た
が
ら
、
交
換
を
通
じ
て
の
債
格
機
構
に
よ
っ
て
、
全
〈
自
然
的

に
園
民
経
済
の
欲
求
と
一
充
足
の
持
鰻
的
調
和
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
"
的
。

凱
慣
習
規
制
と
自
己
規
制
は
行
矯
規
制
に
下
院
周
建
築
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
が
、

己
り
行
鋳
規
制
の
上
に
尚
k
居
建
築
が
位
す

る
。
邸
ち
包
括
構
成
躍
り
行
矯
規
制
は
在
内
構
成
陣
白
岡
有
構
成
に
働
き
か
け
て
そ
の
範
圏
在
強
制
的

ι縮
少
し
、
以
て
包
括
構
成

躍
の
立
揚
か
ら
欲
求
と
充
足
の
持
続
的
調
和
を
ヨ
リ
よ
〈
確
得
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
指
導
規
制
と
よ
ば
れ
る
も
の
は
卸
ち
之
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
行
震
と
し
て
の
粧
憐
的
政
策
に
外
な
ら
た
い
。

指
導
規
制
は
い
る
/
¥
に
分
類
す
呂
事
が
由
来
る
の
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
た
匝
別
は
、
生
活
白
隣
接
か
ち
本
来
必
然
に
資
生
す

る
自
生
的
(
宮
品
目
印
日
ロ
ER)
指
導
規
制
と
経
済
生
活
白
生
成
過
程
に
即
隠
し
て
生
中
る
臨
機
的

(E-ZE)
た
モ
れ
と
白
匝
別
で
あ

る。
前
者
の
う
ち
最
主
重
要
た
の
は
、
詩
構
成
憾
の
政
治
的
託
生
活
白
隣
接
か
ら
、
卸
ち
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
的
た
包
括
構
成
憶
に
封
す

官
E
R
V
)
目
的
構
成
躍
に
劃
照
せ
し
め
ら
れ
る
。

の
意
味
忙
於
て
会
財
政
は
他
白
一
切
の
在
内
構
成
慢
の
土
に
位
す
る
と
己
あ
り
「
核
心
的
た
在
内
構
成
鵠
L

止
し
て
の
役
割
を
強
力

E
の
種
の
指
導
規
制
は
人
間
共
同
生
活
か
ら
会
〈
不
可
分
白
も
の
で
あ
っ

τ
、
そ
の
本
質
上
生
活
必
然
的
た
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
自
己
規
制
と
矛
盾
す
る
も
白
で
は
在
く
却
っ
て
そ
白
不
可
依
の
基
礎
た
る
べ
き
も
勾
で
あ
る
。
行
だ
し
、
例

へ
ば
資
本
主
義
経
済
の
如
く
自
己
規
制
白
支
配
下
児
島
る
経
補
生
活
に
於
て
も
図
家
と
法
が
そ
の
確
賓
な
る
支
柱
と
た
ち
た
け
れ
ば

忙
演
や
る
。

ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
糎
梼
k
枇
官

=一八一
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ゴ
ク
ト
ル
に
於
け
ぎ
担
商
ー
と
世
骨

第
五
十
七
巻

ブu
四

八

第
四
挽

怒
ら
た
い
か
ら
で
あ
る
。

自
生
的
指
導
規
制
が
必
然
的
た
る
に
封
し
、
臨
機
的
指
導
規
制
は
合
目
的
的
危
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
生
活
の
歴
史
的
餐
遜

過
去
に
於
け
る
最
も
顕
著
た
資
例
は
、
固
家
が
あ
ら
ゆ
る
強
制
干
興
を
以
て
安
本

過
程
に
謄
巴
て
随
時
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が

主
義
的
産
業
白
生
成
過
程
の
汗
面
を
擁
護
し
、
企
業
的
葎
利
の
教
育
者
た
ら
ん
と
し
た
茸
商
主
義
政
策
と
、
経
済
生
活
の
自
己
規
制

の
進
展
民
一
訟
を
拓
〈
震
に
新
し
い
経
済
忙
到
す
る
古
い
妨
害
物
干
後
に
生
じ
た
支
持
物
を
清
掃
す
る
震
の
「
逆
符
続
の
」

(E【

4
0

昔
E
3
5ロ2
0昨

2)強
制
経
済
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
ま
た
、
十
九
世
組
白
後
半
以
来
経
済
生
活
は
一
方
漸
次
慢
性
的
た
危
機
陀

陥
り
ゆ
く
と
共
に
、
他
方
時
に
杢
く
尖
鋭
的
た
危
機
に
も
直
刑
せ
ざ
る
を
得
泣
く
た
つ
で
来
た
。
前
者
に
つ
い
で
は
、
経
済
的
杢
聯

関
白
非
常
た
錯
綜
に
伴
っ
て
、
経
済
生
活
の
見
透
し
が
困
難
と
た
る
と
同
時
に
そ
の
園
滑
社
運
動
が
行
は
れ
難
〈
友
る
結
果
で
も
あ

る
が
、
夏
陀
重
要
託
事
は
岡
氏
経
済
の
内
部
に
醸
成
さ
れ
て
ゆ
〈
階
級
分
裂
で
あ
る
。
後
者
が
景
気
塑
動
に
件
ム
恐
慌
の
災
綱
で
あ

る
事
は
云
エ
迄
も
な
い
で
あ
ら
う
。
己
白
一
」
つ
の
問
題
に
閲
し
て
.
自
己
規
制
は
再
び
指
導
規
制
に
救
授
を
求
め
る
。
従
っ
て
現
在

の
経
消
的
政
策

(
o
r
o
E
5
2
r
m
p
E
r
)
は
景
気
政
策
を
中
耐
と
す
る
と
ζ

ろ
の
経
済
政
策
(
者
同
百
E
E官】
E
W
)

と
祉
合
政
策
と
に

i

'

 

分
れ
る
。
特
に
枇
合
政
策
は
わ
れ
/
¥
の
生
活
に
と
っ
て
最
も
重
要
た
意
義
主
持
つ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
寸
あ
ら
ゆ
る
経
祷
的
政

策
白
う
ち
U
女
b
L
と
も
云
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

指
導
規
制
の
役
割
は
か
く
白
如
く
再
び
増
大
し
つ

L
あ
る
が
、
此
の
傾
向
は
し
か
し
指
導
規
制
が
や
が
て
は
向
己
規
制
h
と
っ
て

代
る
も
の
た
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
指
導
規
制
は
「
そ
の
同
有
在
る
意
味
を
、
つ
ね
に
自
己
規
制
の
相

手
役
と
し
て
受
揚
ず
る
事
に
よ
っ
て
の
み
保
持
し
(
得
る
の
で
あ
っ
て
て
指
導
規
制
の
干
興
忙
封
じ
て
自
己
規
制
は
動
か
ざ
る
前
提

を
提
供
す
る
の
で
あ
る
」
u

こ
の
意
味
に
於
て
「
指
導
規
制
に
謝
し
て
は
夫
々
の
典
へ
ら
れ
た
時
黙
に
於
て
、
動
か
ぎ
る
と
方
限
界

Ibid.， S. 29 ff.邦曹、 71ft以下。
Wirtschaft und 、Nis!>enschaft.s. 4H; 
Der Mythus der Planwirtschaft. S. 27，邦謀、 67~68頁。
Ibid.， S. 100，邦諜 193頁。

43) 
44) 
45) 
46) 



/
 

が
劃
さ
れ
て
ゐ
る
L

正
一
五
は
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
此
の
様
た
限
界
を
越
え
て
、

指
導
規
制
が
自
己
規
制
の
翠
な
お
調
整
者

(問。唱

E
日
)
比
止
ま
る
事
な
く
、

自
己
規
制
の
改
革
者
(
同

n
F
5
5
4
と
し
て
新
し
昔
経
済
秩
序
を
打
ち
建
て
ん
と
ず
る
な
ら
ば
、

経
済
生
活
は
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
混
乱
に
陥
る
で
あ
ら
う
。
経
済
秩
序
の
人
矯
的
時
間
草
は
危
険
で
あ
る
D
み
注
ら
宇
全
く
不
必
要
で
あ

る
。
け
だ
し
、
今
日
の
経
済
が
指
導
規
制
を
往
々
多
く
希
求
す
る
如
き
運
動
白
方
向
は
、

柑
押
し
、
経
済
生
活
は
再
び
ョ
~
リ
以
土
見
透
じ
得
る
も
の
、
荷
動
的
た
も
の
、
事
離
を
脱
じ
た
も
白
と
た
り
、
理
性
の
強
制
に
上
り
従

「
杢
然
疑
ム
ペ
〈
も
な
い
」

D
で
あ
る
か
ら
。
生
活
必

一
定
の
限
度
陀
遣
す
る
と
モ
白
方
向
を
逆

来
よ
り
高
め
ら
れ
来
っ
た
強
制
経
済
が
再
♂
減
退
す
る
と
い
ふ
可
能
性
は
、

然
的
危
乃
至
は
調
整
者
と
し
て
の
指
導
規
制
の
意
義
ま
で
も
否
定
し
て
、
自
己
規
制
の
一
寓
簡
を
信
や
る
事
も
自
由
主
義
的
偏
見
で
あ

る
が
、
自
己
規
制
E
根
本
的
に
費
草
し
て
指
導
規
制
白
徹
底
に
よ
る
経
済
の
統
一
的
計
書
的
建
替
を
誠
歌
ず
る
事
も
亦
ポ
ル
シ
Z

グ

イ
ズ
ム
の
誤
謬
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
指
導
規
制
の
も
つ
正
常
た
意
義
を
限
界
と
を
併
せ
認
識
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

省
経
済
へ
の
構
成
心
内
部
に
於
け
る
構
成
飽
和
互
の
闘
孫
に
つ
い
て
、
ゴ
ッ
ト
ル
の
述
べ
て
ゐ
る
と
E
る
は
大
倍
以
上
の
如
く
で
あ

る
。
さ
き
に
府
れ
わ
れ
は
、
ゴ
ク

F
ル
に
於
け
る
経
怖
が
マ
ハ

I
シ
ャ
フ
ト
陀
媒
介
さ
れ
る
事
忙
よ
っ
て
日
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
但
連

っ
て
ゐ
る
事
古
見
た
の
で
あ
る
が
、
木
簡
に
於
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
、
経
桝
の
内
部
位
於
て
も
、
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
は
公
財
政

を
通
じ
て
「
生
活
必
然
的
」
に
働
き
か
け
丈
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
公
財
政
は
図
民
経
の
済
「
中
核
的
」
構
成
憶
と
し
て
他
の
在
内
椿

成
醐
胆
に
強
制
作
用
主
及
ぼ
し
、
恰
か
も
市
揚
が
交
換
的
相
苛
r
経
済
の
中
心
で
あ
る
如
く
、
協
同
経
済
白
構
成
左
中
心
的
に
指
導
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
更
に
相
互
経
済
モ
り
も
の
に
射
し
て
本
会
構
を
背
最
陀
持
つ
経
済
的
政
策
が
随
時
合
目
的
的
た
干
渉
を
加
へ
、

経
済
へ
心
構
成
を
ヨ
リ
よ
く
行
は
ん
が
潟
に
活
動
す
る
。
か

L
A
Z
意
味
に
於
て
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
の
構
成
は
、
絞
済
へ
白
構
成
そ

の
も
の
を
、
構
力
的
強
制
力
に
よ
っ
て
統
制
し
て
ゐ
る
と
云
は
た
け
れ
ば
友
ら
た
い
。

ゴ
ツ
ド
ル
に
於
け
る
担
済
と
枇
骨

第
五
十
七
巻

，'-

停
四
腕

ブL
E 

Ibid.， S. S. 100邦謀、 I92頁。
Ibid.， S. 77 邦帯、 '53頁。
Ibid.， S. 99，邦課、 '90買。
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ゴ
タ
ト
ル
に
於
け
る
経
済
と
世
舎

俸
五
十
七
巻

第
四
齢

ブL

アミ

= 
11、
開

亡
の
様
政
経
済
内
部
に
持
け
る
樺
力
的
強
制
は
、
し
か
し
時
代

E
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
を
繁
化
せ
し
め
る
。
古
代
宇
中
世
陀
於
て

は
指
導
規
制
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
近
世
初
頭
白
己
規
制
が
指
導
規
制
に
よ
っ
て
自
己
議
反
の
進
路
を
興
へ
ら
れ
て
か
ら
は
、
経

済
生
活
は
主
と
し
て
自
己
規
制
に
よ
っ
て
替
ま
れ
る
事
に
た
り
、
指
導
規
制
は
自
己
規
制
の
納
助
的
役
割
を
有
す
る
に
す
宵
友
〈
た

る
。
今
や
経
消
へ
の
構
成
は
在
内
構
成
瞳
が
交
換
関
係
主
題
じ
て
行
ふ
相
互
経
済
に
よ
っ
て
、
欲
求
と
充
足
と
の
持
績
的
調
和
、
ど
い

ふ
理
念
を
賞
現
す
る
の
で
あ
り
、

従
っ
て
叉
h
H
D
づ
か
ら
げ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
生
活
済
を
高
め
る
所
以
と
も
在
る
の
で
あ
る
か

ら
、
経
済
と
ヂ
マ
イ
ン
シ
ヤ
フ
下
を
媒
介
す
る
マ
ハ
ト
シ
ャ
フ
ト
白
役
割
は
、
経
済
の
自
己
規
制
を
扶
助
乃
至
支
持
し
て
、
之
に
そ

の
十
杢
の
機
能
主
霊
苦
し
め
る
陀
あ
る
と
云
へ
ょ
う
。
強
制
止
自
由
と
の
持
続
的
調
和
と
い
ふ
精
神
は
、
今
や
そ
れ
が
本
来
有
す

る
井
一

E
ろ
の
、
強
制
の
震
白
自
由
と
い
ふ
意
味
を
失
っ
て
、
遣
に
、
自
由
の
震
の
強
制
l
l
E
の
揚
合
白
白
・
闘
が
主
と
し
て
企
業
的

楼
利
の
閉
由
を
意
味
す
る
事
は
去
ム
迄
も
た
い
ー
ー
と
い
ふ
意
味
比
於
て
僻
喜
れ
な
け
れ
ば
友
ら
た
〈
た
る
の
で
あ
る
。

以
J
白
如
き
ゴ
ツ
ト
ル
白
所
説
は
、
彼
が
ナ
チ
λ

的
思
想
を
そ
由
理
誌
の
中
に
摂
取
し
て
以
来
、
4

山
一
な
目
の
費
伯
を
受
付
た
様
に
見
え
る
。
即
ち
「
民

蕊
・
凶
家
・
経
済
・
怯
体
」
に
於
て
は
、
自
己
規
制
が
も
は
中
困
難
な
課
題
を
解
快
す
あ
事
が
向
車
な
(
な
り
、
指
導
規
制
が
難
局
の
打
併
に
首
る
事
に

担

よ
っ
て
主
要
な
規
制
(
4
0
F
司
自
己
話
回
角
凶
印
刷
似
品
即
日

Em)
に
上
り
得
る
事
あ
る
を
指
摘
し
、
之
に
呼
臆
し
て
同
ヒ
書
物
の
中
に
、
「
存
在
上
記
し
い
も
の
に

闘
す
る
列
断
」
白
宮

9
高
哉
の
形
態
と
し
て
の
「
生
活
上

E
L
い
も
の
に
閥
タ
る
判
断
」
の
可
龍
性
を
新
た
に
主
盟
凶
、
指
導
規
制
に
理
論
的
な
某
礎
付

け
を
奥
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
最
近
の
「
艇
桝
故
債
と
開
請
」
に
宝
つ
て
は
、
民
族
の
経
済
生
活
位
、
官
接
民
族
の
生
活
白
究
極
H
最
南
町
指
導

に
住
ず
る
政
治
と
密
接
不
可
分
の
聞
係
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
A
O
V

宇
ナ
チ
ス
的
世
界
観
に
規
定
さ
れ
た
政
油
田
強
力
な
指
尋
に
よ
っ
て
、
相
済
~
四
構
成

が
直
接
民
族
協
同
憾
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
力
設
さ
れ
、
そ
の
錦
町
担
税
政
策
の
指
導
と
し
て
、
或
は
「
企
盆
の
私
盆
に
謝
す
る
使
先
」
が
、

別

或
は
「
勢
働
の
費
本
に
封
す
る
優
先
」
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
政
惜
の
鯉
憐
に
謝
す
る
優
杭
の
主
張
は
、
は
た
し
て
自
己
規
制
の
性
格
が
指
導
規
制
に
よ
づ
て
根
本
的
に
艶
化
せ
し
め
ら
れ
、
闘
民
解
消
を

統
一
帥
に
部
僻
す
る
新
し
い
粧
拙
即
時
序
が
招
端
さ
る
べ
き
事
を
意
味
す
る
で
あ
ら
ろ
か
。
ゴ
ツ
ト
ル
に
よ
れ
ば
在
向
構
成
障
が
自
己
の
生
活
を
確
保
せ
ん

Ibid.， S. 19，邦謬、53-54買、Volk，Staat， Wirtscholft und Recht. S. 194邦諦274頁
Gottlは本番目 Vorw{)rtr.:於て自分の畢詑が困民世骨主茜の思想により L一
貫した開化を蒙ワた「と遮ベてゐる。
Volk， Staat， Wirtschat und Recht. S. 87 邦課 122貰。
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経
消
と
粧
台
tJ' 
主n
f可
た
る
根
本

簡
聯
1<: 

於
で
あ
る
古通、
文、

Ibid.， S. 138， ff.邦課、 '94買以下。
Wirtschaftspolitik und Theorie S. 133， ff. 172， ff， 

Ibid.， S. 150， ff. 
Ibid.， S. J9.1-196. 

と
す
る
そ
れ
自
身
E
営
な
私
益

(
p
m
o
E唱。
Z)
の
一
遁
求
と
、
他
の
構
成
値
目
一
暢
牲
に
於
て
行
は
れ
る
私
欲
(
開
拓
自

E
b宮
内
)
白
遁
求
と
は
直
別
さ
れ
h

ほ
け

れ
ば
な

b
t
吋
。
後
者
H
F
無
傑
件
的
に
生
活
達
一
凪
的
で
あ
っ
て
般
に
斥
け
忌
れ
な
け
れ
ば
な
ら
苛
い
事
は
一
首
ふ
迄
も
な
い
が
、
前
者
通
常
骨
量
と
完
全

に
一
致
す
る
e
け
だ
し
包
括
構
成
措
と
は
在
内
構
成
般
と
は
意
味
深
い
構
成
結
合
牲
に
於
て
万
に
他
を
冶
か
し
合
ふ
閥
儒
に
立
づ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か

b
。
従
っ
て
例
「
ば
そ
れ
自
身
の
私
経
由
錨
に
行
は
恥
た
企
業
の
築
柴
は
原
理
上
直
ち
に
民
族
輝
済
乃
至
民
族
協
同
植
の
築
柴
に
罰

f
る
の
で
あ
る
。
し

か
る
に
例
丹
的
に
私
袋
と
佐
盆
と
が
相
反
す
る
場
合
も
な
い
で
は
な
い
白
で
あ
っ
て
、
と
の
場
合
に
は
政
惜
的
指
導
が
、
企
業
の
私
雄
遁
求
を
制
限
し
、

之
を
「
λ

ト
ヅ
プ
」
せ
し
品
ん
と
す
る
に
至
る
。
「
公
益
優
先
」
と
い
ふ
標
語
は
、
正
に
こ
の
事
貨
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
又
「
努
働
の
費
本
に
封
す

る
優
先
」
も
決
し
て
個
々
回
企
業
家
の
個
性
的
自
由
字
、
「
資
本
家
窪
田
主
動
擢
」
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
之
等
は
却
っ
て
宜
常
な
私
益
の
品
求

“
 

と
し
て
、
組
済
生
活
運
昏

m
不
可
祉
の
槙
粁
止
し
て
認
品

b
る
べ
き
も
白
で
あ
あ
。

か
〈

D
如
き
ゴ
ッ
ト
ル
り
所
誌
に
鑑
み
る
注
ら
ば
、
経
済
政
策
の
指
導
性
が
い
か
に
強
く
主
張
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
決
し
て
自

モ
と
に
於
て
は
唯
、
自
己
規
制
の

己
規
制
忙
封
ず
る
根
本
的
た
不
信
任

E
意
味
す
る
も
の
で
た
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
と
忠
ふ
。

「
上
屠
建
築
」
と
し
て
の
指
導
規
制
が
従
来
に
比
し
て
ヨ
リ
蝿
力
旦
康
範
閏
忙
設
か
れ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
。

ヂ
マ
イ

y
y
ャ
フ
ト
に
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
の
T

A

ト
シ
ャ
フ
ト
の
役
割
が
、
ゴ
少
ト
ル
的
意
味
に
於
て
再
び
強
く
前
面
忙
押
出

換
言
す
れ
ば
経
済
佐

さ
れ
で
来
た
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

穴

結

言

以
上
私
は
ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
経
済
と
枇
舎
白
問
題
に
つ
い
て

経
済
に
於
け
る
枇
舎
が
如
何
友
る
本
質
的
機
世
を
有
す
る
か
、
に
つ
い
て
の
彼
の
所
設
を
跡
付
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
我
々
は

E
r

様
在
所
設
の
中
に
、
ド
イ
ツ
歴
史
事
派
の
侍
統
が
脈
々
と
流
れ
て
ゐ
る
事
を
明
白
に
宥
取
す
る
事
が
州
来
泣
い
で
あ
ら
う
か
。

ゴ
ツ
ト
ル
に
於
け
る
綿
済
と
枇
骨

三
凡
五

第
四
説

グL
七

第
束
十
七
巻
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